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外来化学療法

金 箭晋＊・野口眞三郎＊

1　はじめに

　従来，抗がん剤治療（化学療法）は髪の毛が抜

け，嘔吐で苦しみ，つらくしんどい治療の代表的，

なものでした。また，治療を受けるためには入院

が必要など社会的あるいは経済的にも負担の大

きい治療でした。しかし，最近，嘔吐に対する予

防方法の進歩などにより，今までと比べると格段

に楽に抗がん剤治療を受けることができるよう

になってきました。それにともない入院で行って

いた抗がん剤治療を，通院で，自宅から通いなが

ら行うようになってきました。これが外来化学療

法です。

2　外来化学療法の問題点

　患者さんにとって，自宅にいながらあるいは仕

事をしながら抗がん剤治療を受けられることは

精神的，社会的，経済的に大きなメリットがあり

ます。しかし，治療の安全面や質に関して問題が

ないわけではありません。例えば，抗がん剤の投

与ミスは起こらないのか，あるいは副作用が出現

したときにはどのように対処するのか，入院で行

うときと同じ内容の抗がん剤治療が受けられる

のかというような問題です。

　さらに，抗がん剤治療の中には長時間の点滴が

必要なものもあります。このような治療を，従来

のように，イスに座ったままや狭くて固い簡易

ベットの上で受けたりすれば，それだけで患者さ

んは疲れてしまいます。このような問題点を解決

するためには，抗がん剤治療を専門に行う施設が

必要です。それが昨今，多くの病院で新設されて

いる外来化学療法室です。

3　大阪大学医学部附属病院の外来化学療法室

大阪大学医学部附属病院にも平成15年12月に

外来棟の1階に外来化学療法室が設置されまし

た。対象は，小児以外で，抗がん剤の点滴を受け

る患者さんであれば何科に罹っていても利用で

きます。点滴の前には必ず各診療科で診察を受け

て頂き，その後に外来化学療法室で抗がん剤の点

滴を行っています。部屋には液晶テレビ付きのリ

クライニングチェア（図1）が12台あり，3～5

時間，治療法によっては8時間もかかるような抗

がん剤の点滴でも，テレビをみたり，あるいは完

全に横になって寝たりしながら，リラックスした

環境で楽に受けて頂けるようになりました。安全

性の面では，専属の医師，看護師が常勤し，治療

中の患者さんの状態を管理しています。また，抗

がん剤の点滴は，専属の薬剤師が医師の処方に従

い正確にかつ無菌的調剤しています。以前の外来

化学療法は，各診療科の外来の処置室などで，外

来業務の合間に，担当医師や看護師が抗がん剤の

作成から投与，投与中の管理まで行っていました

が，外来化学療法室設置の効果により，当院での

外来化学療法は従来にはなかった快適さに加え，

質や安全性においても入院での抗がん剤治療と

全く遜色のないものにレベルアップしました。

表1に外来化学療法室開設以来の利用状況を示

します。

　経過とともに外来化学療法室を利用される患

者数は増加しており，H17年度では，1年間で延

べ4908人，1日平均約20人の患者さんが外来化

学療法室で抗がん剤治療を受けられています。利

用している患者さんの内訳は，従来から外来で抗

がん剤治療を受ける機会の多かった乳腺内分泌

外科と消化器外科の患者さんが大多数を占めま

すが，徐々に他の診療科の患者さん，特に以前で

は入院でしか抗がん剤治療を行わなかった診療

科の患者さんの利用も増加してきています。ま
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図1　外来化学療法室
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た，利用している患者さんの満足度は非常に高く，

当病院においてなくてはならない部門の一つと

なっています。安全面でも，開設以来，抗がん剤

の血管外漏出（抗がん剤が血管から周りの組織に

漏れ出てしまう合併症）は，9170件治療した中

で疑わしいものを含めても僅か11件（0．12％）

の発生頻度でした。いずれもすぐにステロイド剤

の局所注射などの応急処置をとり後遺症もなく

治癒しています。その他のインシデント（本来あ

るべき行為から逸脱した状態のことで，それによ

る傷害の有無や，また過失やエラーなども問わな

い）の発生件数も9170件中17件（0．19％）でし

た。この中で最も重症であったものは，抗がん剤

の点滴によるアレルギー反応のためにショック

状態になった患者さんを1例認めましたが，直ち

に応急処置を行い，入院の上治療を行うことによ

り大事に至らずにすみました。今後も安全性の面

では，常により高いレベルを目指していかなけれ

ばならないと考えています。

4　おわりに

　現在，癌治療において外来化学療法の充実は必

要不可欠であると同時に，社会的なニーズでもあ

ります。それに応えるべく，外来において高度で

安全な抗がん剤治療を提供することは我々，癌治

療に携わる医療スタッフの使命であります。H18

年1月には，外来化学療法室から“化学療法部”

へと組織の拡充が行われました。今後，外来化学

療法をより充実・発展させるためには，病院全体

としてこの目標に取り組む必要があると考えて

います。

表1　外来化学療法室利用状況

乳腺外科消化器外科呼吸器内　　婦人科　　泌尿器科血液腫瘍内科消化器内科　脳外科　呼吸器外i　　動注　　　合計　　診療日数　患者散ノ日

H15年12月　　91 120　1　　6　　1　　4　　1　　5　　1　3 o 0　　0　τ鍾乙．19　137
1乳腺外科1消化器外科1呼吸器内科 　 1血液腫瘍内輔消化器内科1婦人科　　泌尿器科　　　　　　　　　　　　　脳外科　　　　　　　　動注　　　合計　1診療日数i患者数／日陪吸器外判 1

H16年1月 103 126 0 4 14 21 5 o 0 52 32S 19 17．1

H16年2月 87 132 11 6 22 20 16 0 O 22 316 19 16．6

H16年3月 98 123 3 10 、9 29 20 o 0 68 370 23 16．1

H16年4月 121 109 9 10 15 9 22 0 0 48 343 21 16．3

H16年5月 105 93 12 3 14 11 24 0 0 37 299 18 　　　　、P6．6

H16年6月 111 98 11 5 25 τ7 z9 σ 0 4了 337 23 75．3

H16年7月 105 101 1Q 9 31 13 27 0 0 39 335 21 16．0

H16年8月 96 108 4 28 22 6 4 o 0 39 307 22 　　　　トP4．0　　　　、

一H16年9月 105 119 2 14 37 9 22 4 Q 32 344 22 172
H16年10月 111 124 11 10 37 7 11 2 2 20 335 2Q 16．8

一H16年11月 135 107 7 9 40 8 12 5 4 26 353 20 　　　　唱P7．7

H16年12月 133 110 5 6 33 7 9 7 7 20 337 19 17．7

合計　　　　1　1310　1　1350　　　85　11 114 309　　1　　　157　　　1　　201　　　　　　18　　　11 13　1444　｝4001 247　1162

1乳腺外科1消化器外科1呼吸器内科1 婦人科 泌尿器科肋液胆瘍内科 消化暴内獅 脳外科！呼吸器外捌　動注　1合計 診療日数隠脅数！日．

＝H17年1月 129 136 、0 9 34 7 6 5 5 18 359 19 　　　　．　　　　一

P8．9

H17年2月 126 125 9 17 27 4 9 12 4 21 354 19 　　　　　P8．6

H17年3月 158 152 5 22 31 4 8 10 9 27 426 22 19．4

H17年4月 143 137 5 21 26 11 7 11 5 13 379 20 18．7

H17年S月 140 137 3 17 35 4 8 13 3 20 380 19 20．O

H17年6月 161 119 4 18 37 5 10 10 1 21 386 22 18．1
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